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〔全3枚のうち1枚目〕

１．次の問いに答えなさい。

（１）	次の計算をしなさい。

（２）	次の式を因数分解しなさい。

（３）	連立方程式　　　　　　　　		を解きなさい。

（４）	次の方程式を解きなさい。

２．次の問いに答えなさい。

（１）	不等式　　　　　　　　を満たす整数　は何個あるかを求めなさい。

（２）	2 個のさいころを同時に投げるとき，出る目の数の積が奇数になる確率を求めなさい。

（３）	関数　　　		について，　の値が 2から 6まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

（４）	2 次方程式　　　　　　　	の 1 つの解が 4のとき，もう 1つの解を求めなさい。

（５）	Ａ地点からＢ地点を経てＣ地点まで，92 kmの道のりを自動車で行くのに，Ａ，Ｂ間を時速	
	 40 km，Ｂ，Ｃ間を時速 50 kmで進むと 2時間かかった。このとき，Ａ，Ｂ間の道のりを求め	
	 なさい。

（６）	右の図でℓ∥mのとき，∠　の大きさを求めなさい。

（７）	8％の食塩水 300 gと　％の食塩水 200 gを全部混ぜると 10％の食塩水になった。　の値を	
	 求めなさい。

（８）	右の図のような底面の半径が 3 cm，高さが 4 cmの円柱の表面積を
	 求めなさい。ただし，円周率はπとする。

（９）	右の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤがある。点Ｅは辺ＡＢ
	 の中点であり，点Ｆは辺ＤＣを 2：1に分ける点である。
	 また，点Ｇは線分ＡＦと線分ＤＥの交点である。
	 △ＡＥＧの面積が 6 cm2 のとき，平行四辺形ＡＢＣＤの
	 面積を求めなさい。

（10）	下の図のように，直角三角形ＡＢＣと，辺ＡＣ，ＣＢをそれぞれ 1辺とする正方形ＡＣＦＧ，	
	 ＣＢＤＥがある。このとき，ＦＢ＝ＡＥを示すために，△ＣＦＢともう1つの三角形が合同で	
	 あることを証明したい。この証明に用いる三角形の合同条件を次の（ア）～（オ）の中から	
	 1 つ選び，記号で答えなさい。

（ア）	3 組の辺が，それぞれ等しい。

（イ）	2 組の辺とその間の角が，それぞれ等しい。

（ウ）	1 組の辺とその両端の角が，それぞれ等しい。

（エ）	直角三角形の斜辺と他の 1辺が，それぞれ等しい。

（オ）	直角三角形の斜辺と1つの鋭角が，それぞれ等しい。
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〔全3枚のうち2枚目〕

３．右の図のように，関数　　 2　 のグラフがある。また，その

	 グラフ上に　座標が2の点Ａと，　座標が－1の点Ｂがあり，

	 2点Ｏ，Ａを通る直線と，2点Ａ，Ｂを通る直線がある。

	 このとき，次の問いに答えなさい。

（１）	点Ａの座標を求めなさい。

（２）	2 点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。

（３）	△ＯＡＢの面積を求めなさい。

（４）	△ＯＡＢを　軸のまわりに 1回転させてできる立体の体積を求めなさい。
	 ただし，円周率はπとする。

４．1個 200円で販売すると，150個売れる商品がある。この商品を 1個作るための費用は	
	 120円であり，売上金額の総額から商品を作るためにかかった費用の総額を引いたものが利益	

	 となる。この商品の値段を下げたときに商品が何個売れるか，次のような予想を立て，売れる	

	 と予想した数だけ商品を作ることにする。

	 この予想による利益を予想利益として，次の問いに答えなさい。

（１）	商品が 222 個売れると予想されるとき，商品 1個の値段を求めなさい。

（２）	商品 1個の値段を 190 円にしたとき，予想利益を求めなさい。

（３）	商品 1個の値段を 190 円よりさらに下げたとき，予想利益が（２）のときと同じになった。	
	 このとき，商品 1個の値段を求めなさい。

（４）	予想をもとに商品を作って販売したが，15 個売れ残ったので，実際の利益は 8400 円で
	 あった。このとき，商品 1個の値段を求めなさい。

５．下の図は，あるクラスの男子8人，女子7人の合計15人が図書館で1ヶ月に借りた本の
	 冊数をヒストグラムにまとめたものである。

	 このとき，次の問いに答えなさい。ただし，答えが割り切れないときは，小数第二位を四捨五入	

	 して小数第一位までの値で答えなさい。

（１）	借りた本の冊数について，平均値と中央値を求めなさい。

（２）	借りた本の冊数が 4冊の階級の相対度数を求めなさい。

（３）	男子が借りた本の冊数の平均値がちょうど 3冊のとき，女子が借りた本の冊数の平均値を	
	 求めなさい。

（４）	この 15人のデータに，a冊を借りたＡさんのデータを追加した合計 16人のデータを箱ひげ	
	 図に表すと下のようになった。aの値を求めなさい。

　を 50以下の自然数とするとき，商品 1個の値段を　円下げると，売れる個数は

3　個増える。

例えば，商品を 1個 193 円で販売すると，値段を 7円下げたことで，売れる個数は

21個増えるので，商品は 171個売れる。
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〔全3枚のうち3枚目〕

６．下の図のように線分ＡＢを直径とする半円Ｏと線分ＡＯを直径とする半円Ｃがある。半円Ｃ上に	
	 ∠ＯＡＤ＝30°となるように点Ｄをとり，直線ＡＤと半円Ｏの交点をＥ，直線ＯＤと半円Ｏの	

	 交点をＦとし，線分ＡＥと線分ＢＦの交点をＧとする。半円Ｏの半径が2cmのとき，次の	

	 問いに答えなさい。

（１）	線分ＡＤの長さを求めなさい。

（２）	線分ＥＧと線分ＧＤの長さの比を最も簡単な整数の比で答えなさい。

（３）	線分ＧＤの長さを求めなさい。

（４）	△ＣＧＤの面積を求めなさい。

７．Ａさん，Ｂさん，Ｃさんの3人は，右の図のような1，2，3の数が書かれた
	 球が入っている袋を1つずつ持っている。3人は自分の持っている袋から

	 同時に球を1個取り出し，その球に書かれた数（以降，球の数という）に

	 よって，下記のルールに従って勝者を決める。

	 ただし，どの球を取り出すことも同様に確からしいものとする。

	 このとき，次の問いに答えなさい。

（１）	3 人の球の取り出し方は全部で何通りあるかを求めなさい。

（２）	少なくとも 2人が同じ数の球を取り出す確率を求めなさい。

（３）	Ａさんが勝者となる確率を求めなさい。

（４）	取り出した球の数が Xの人が勝者となる確率を P（X）とする。
	 例えば，P（3）は取り出した球の数が 3の人が勝者となる確率を表している。
	 このとき，P（1），P（2），P（3）の大小関係として正しいものを，
	 次の（ア）～（カ）の中から 1つ選び，記号で答えなさい。

（ア）P（1）＜ P（2）＜ P（3）	 （イ）P（1）＜ P（2）＝ P（3）

（ウ）P（1）＝ P（2）＜ P（3）	 （エ）P（1）＝ P（2）＝ P（3）

（オ）P（2）＜ P（1）＝ P（3）	 （カ）P（2）＜ P（1）＜ P（3）

ルール

○ 取り出した球の数が全員異なる場合
	 取り出した球の数が 1番大きい人を勝者とする。

○ 2人の取り出した球の数が同じで，1人の取り出した球の数が他の 2人と異なる場合
	 2 人と異なる球の数を取り出した 1人を勝者とする。

○ 取り出した球の数が全員同じ場合
	 勝者はなしとする。


